




























































コンパイラ等の違い icc nvcc nvcc（shared）
行列サイズ
1024x1024 0.58[s] 0.41[s] 0.05[s]
2048x2048 7.48[s] 3.15[s] 0.40[s]















本研究で用いた分子動力学法においては、標準的なコンパイラである gcc に比べ、Intel	 CPUに
特化したコンパイラである icc	のほうが 4.15（=13.6/3.27）倍の性能向上がみられた。ここではプロ
グラムに一切の変更を加えていない。さらに GPGPU 用にソースコードを改変すると、5.9





した。HMMER というオープンソフトを入手し、その GPGPU 版である CUDA	HMMER と
537,505 配列を処理するのにかかった時間を比較した。CPUを用いた計算が 303.49 秒だったのに対
し、GPGPUを用いた場合は 125.26 秒となった。しかし、CPUのみを使う手法は 1スレッドの場合




コンパイラ gcc icc nvcc(shared)




























GPGPUに限らず、メニーコアシステム全体についても発展途上である。2012 年末には Intel か
らメニーコアシステムである Intel	 Phi が発表された。これはGPUではなく、通常のCPUと同様
の命令が実行できるコアが 50 個程度搭載されたシステムになっている。このような新しいハード
ウェアの登場により、メモリのホットスポットを事前にロードするなどのキャッシュコントロール
に似た仕組みが実装されればメモリ転送の問題は大きく解消できると考えられる。
